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イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
注
意
点

子
ど
も
の
う
蝕
・
不
正
咬
合

歯
周
外
科
テ
ー
マ
に
講
習

法
施
行
で
変
わ
る
税
務
調
査

大
阪
市
北
部
、同
東
部
、三
島
地
区

「
小
学
２
年
ま
で
に
歯
列
拡
大
を
」と
須
貝
氏

大
阪
市
北
部
、同
東
部
、南
河
内
地
区

北
大
阪
地
区

　

大
阪
市
北
部
、
同
東
部
、

三
島
各
地
区
は
「
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
治
療
の
注
意
点
」
を
１

日
、
大
阪
市
内
で
開
い
た
。

講
師
は
、
前
大
阪
歯
科
大
学

口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科
准
教

授
で
北
区
開
業
の
井
上
雅
裕

氏
。
43
人
が
参
加
し
た
。
同

氏
は
、
治
療
に
あ
た
っ
て
き

た
不
良
症
例
を
紹
介
し
な
が

ら
対
応
法
を
解
説
し
た
。

　

予
後
不
良
時
の
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
除
去
の
判
断
に
つ
い

て
、
重
症
の
場
合
だ
け
で
な

く
、
下
顎
神
経
麻
痺
な
ど
の

場
合
で
も
す
ぐ
に
処
置
を
す

に
つ
い
て
井
上
氏
は
、
十
分

過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
話
し

た
上
で
、「
一
生
も
の
と
い

う
の
は
論
外
だ
が
、
過
度
な

期
待
を
抱
か
せ
な
い
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
た
。
例
え

ば
、
高
齢
に
な
っ
た
時
の
リ

　

大
阪
市
北
部
、
同
東
部
、

南
河
内
地
区
主
催
の
歯
周
治

療
３
回
シ
リ
ー
ズ
講
座
の
第

２
回
が
11
月
30
日
、
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
講
師

は
前
大
阪
歯
科
大
学
歯
周
病

　

新
国
税
通
則
法
の
運
用
で

税
務
調
査
は
ど
う
な
る
―
。

北
大
阪
地
区
は
、
協
会
税
理

士
団
の
佐
飛
淳
一
氏
を
講
師

に
11
月
９
日
、
吹
田
市
内
で

対
策
講
習
会
を
開
い
た
。

避
け
た
い
勉
強
不
足

　

国
税
通
則
法
で
は
、
調
査

前
に
11
項
目
を
説
明
す
る
義

学
講
座
准
教
授
で
旭
区
開
業

の
高
津
兆
雄
氏
が
務
め
、
52

人
が
参
加
し
た
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
基
本
治
療
後
の
歯
周

外
科
治
療
。

　

前
回
講
演
の
質
問
の
解
答

と
し
て
、
口
腔
模
型
と
歯
ブ

ラ
シ
を
使
っ
た
患
者
へ
の
説

イ
ス
ペ
ー
ス
）
や
乳
歯
の
早

期
脱
落
・
カ
リ
エ
ス
窓
に
注

意
す
る
。

　

前
歯
交
換
期
で
は
、
①
上

下
の
正
中
の
一
致
②
叢
生
、

過
度
の
捻
転
、
開
咬
が
な
い

③
乳
犬
歯
の
残
存
⑥
被
蓋
が

正
常
―
―
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
い
成
長
過
程
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。

　

事
情
が
あ
っ
て
矯
正
を
行

わ
ず
、
不
正
咬
合
に
な
っ
た

患
者
の
写
真
を
15
歳
か
ら
乳

歯
列
時
代
ま
で
遡
り
な
が
ら

特
徴
を
指
摘
。
乳
歯
列
期

は
、
歯
冠
空
隙
（
リ
ー
ウ
ェ

　

臨
床
・
学
術
部
は
「
子
ど

も
た
ち
を
う
蝕
・
不
正
咬
合

か
ら
守
る
」
を
テ
ー
マ
に
生

涯
研
修
講
座
を
11
月
17
日
、

開
い
た
。
講
師
は
、
神
奈
川

県
川
崎
市
で
開
業
す
る
須
貝

昭
弘
氏
。
会
員
の
関
心
も
高

く
、
97
人
が
参
加
し
た
。

　

須
貝
氏
は
開
業
25
年
の
キ

ャ
リ
ア
で
、
そ
の
間
に
撮
影

し
た
患
者
の
口
腔
写
真
を
中

心
に
講
演
し
た
。
須
貝
氏
の

診
療
所
で
は
、
問
診
票
に

「
管
理
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
項
目
が
あ
る
と
の
こ
と
。

歯
列
の
管
理
に
つ
い
て
言
及

し
、「
正
常
咬
合
に
な
る
正

い
。
エ
キ
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
が

入
ら
な
い
よ
う
な
小
窩
裂
溝

の
場
合
、
＃
10
の
パ
ス
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
使
っ
て
２
㍉
以

上
入
り
柔
ら
か
い
よ
う
で
あ

れ
ば
削
合
し
て
充
填
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

判
断
が
つ
か
な
け
れ
ば
ナ

イ
フ
エ
ッ
ジ
タ
イ
プ
の
バ
ー

で
削
っ
て
確
認
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
予
防
・
管
理
を

す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
な

り
の
緊
張
感
を
持
っ
て
診
療

を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
口
腔

内
写
真
と
い
え
ど
20
年
以
上

に
わ
た
る
記
録
を
見
せ
ら
れ

る
と
そ
れ
は
圧
巻
で
あ
っ

た
。
特
に
、
不
正
咬
合
に
関

し
て
は
圧
倒
的
な
説
得
力
が

あ
っ
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

す
る
。

　

異
常
が
あ
れ
ば
遅
く
と
も

小
学
２
年
ま
で
に
拡
大
床
で

歯
列
拡
大
を
始
め
る
。
側
方

歯
の
交
換
で
終
了
と
な
る
。

低
学
年
の
ほ
う
が
親
の
言
い

つ
け
を
守
る
の
で
良
い
結
果

が
得
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　

う
蝕
の
管
理
で
は
、
一
度

脱
灰
し
て
も
再
石
灰
化
す
る

と
い
う
こ
と
で
近
年
、
歯
は

出
来
る
だ
け
削
ら
な
い
と
い

う
の
が
主
流
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
裂
溝
の
着
色

の
場
合
エ
キ
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー

を
使
わ
な
い
の
で
見
落
と
し

の
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

予
防
管
理
を
行
っ
て
い
る

場
合
、
深
い
カ
リ
エ
ス
を
見

落
と
し
て
抜
髄
に
至
れ
ば
、

患
者
に
歯
科
医
と
し
て
の
能

力
を
疑
問
視
さ
れ
か
ね
な

明
方
法
か
ら
始
ま
っ
た
。
ス

ク
ラ
ビ
ン
グ
法
や
力
加
減
な

ど
を
解
説
し
、
外
傷
性
修
飾

因
子
や
創
傷
治
癒
の
考
え
方

を
紹
介
。
化
膿
さ
せ
な
い
た

め
に
は
細
菌
で
は
な
く
異

物
、
壊
死
組
織
を
除
く
こ
と

と
説
明
し
た
。

　

歯
周
外
科
治
療
は
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
が
十
分
で
き
て
い
る

こ
と
が
大
前
提
。
基
本
治
療

を
行
っ
て
も
、
４
㍉
以
上
の

活
動
性
の
ポ
ケ
ッ
ト
が
残
存

し
て
い
る
場
合
や
、
組
織
再

生
を
し
た
い
場
合
に
行
う
。

　

歯
周
外
科
手
術
の
う
ち
、

ポ
ケ
ッ
ト
掻
爬
術
、
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｐ
、
歯
肉
切
除
術
、
フ
ラ
ッ

プ
手
術
に
つ
い
て
は
画
像
を

使
っ
て
説
明
。
Ｇ
Ｔ
Ｒ
や
歯

周
形
成
手
術
は
難
し
い
の
で

で
き
れ
ば
大
学
に
紹
介
す
る

こ
と
を
勧
め
た
。
最
後
に
残

根
状
態
の
歯
根
の
生
物
学
的

幅
径
の
獲
得
の
方
法
を
説
明

し
、
多
く
の
質
問
に
答
え
て

終
了
し
た
。
今
回
の
講
演
ほ

ど
歯
周
外
科
の
具
体
的
方
法

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
も

の
は
な
か
っ
た
と
参
加
者
の

声
が
多
か
っ
た
。

 

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
左
藤
章
、
原
田
憲

治
、〈
民
主
〉
辻
元
清
美
、

〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、
浦
野

靖
人
、
松
浪
健
太
、
遠
藤

敬
、
馬
場
伸
幸
、
林
原
由

佳
、
足
立
康
史
、
上
西
小
百

合
、
木
下
智
彦
、
谷
畑
孝
、

村
上
政
俊
、
西
野
弘
一
、
丸

山
穂
高
、〈
公
明
〉
北
側
一

雄
、
伊
佐
進
一
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也
、〈
共
産
〉

宮
本
岳
志
、〈
生
活
〉
村
上

史
好　

参
院
〈
自
民
〉
太
田

房
江
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
柳

本
卓
司
、〈
民
主
〉
尾
立
源

幸
、〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、

山
本
香
苗

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

太
、
遠
藤
敬
、
馬
場
伸
幸
、

林
原
由
佳
、
足
立
康
史
、
上

西
小
百
合
、
木
下
智
彦
、
谷

畑
孝
、
三
宅
博
、
村
上
政

俊
、
西
野
弘
一
、〈
公
明
〉

北
側
一
雄
、
佐
藤
茂
樹
、
伊

佐
進
一
、
國
重
徹
、
浮
島
智

子
、
樋
口
尚
也
、〈
生
活
〉

村
上
史
好　

参
院
〈
自
民
〉

太
田
房
江
、
北
川
イ
ッ
セ

イ
、〈
民
主
〉
尾
立
源
幸
、

〈
公
明
〉
石
川
博
崇
、
杉
久

武
、
山
本
香
苗

11
・
28
【
面
談
】
衆
院
〈
自

民
〉
竹
本
直
一　

参
院
〈
共

産
〉山
下
芳
生
、辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自

民
〉
と
か
し
き
な
お
み
、
北

　

協
会
と
「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
が

11
月
14
日
、
同
28
日
に
取
り

組
ん
だ
国
会
行
動
の
要
請
議

員
は
次
の
通
り
。

11
・
14
【
面
談
】
衆
院
〈
共

産
〉
宮
本
岳
志　

参
院
〈
共

産
〉山
下
芳
生
、辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】
衆
院
〈
自

民
〉
と
か
し
き
な
お
み
、
北

川
知
克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚

高
司
、
左
藤
章
、
原
田
憲

治
、
竹
本
直
一
、〈
民
主
〉

辻
元
清
美
、〈
維
新
〉
井
上

英
孝
、
浦
野
靖
人
、
松
浪
健

務
が
調
査
官
に
あ
る
な
ど
、

納
税
者
の
権
利
を
守
る
側
面

も
あ
る
。
不
明
瞭
な
点
や
調

査
の
範
疇
を
越
え
れ
ば
「
ノ

ー
！
」
と
い
う
対
応
も
可
能

と
の
こ
と
。
講
習
を
受
け
、

最
も
避
け
た
い
の
は
納
税
者

側
の
勉
強
不
足
で
〝
従
前
の

調
査
〞
を
受
け
入
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
た
。

 

（
吹
田
市
・
福
原
稔
）

権
利
意
識
試
さ
れ
る

　

調
査
で
は
、
税
務
職
員
は

「
事
前
通
知
」が
原
則
と
な
っ

た
。
通
知
内
容
は
「
チ
ェ
ッ

ク
表
」
を
用
意
し
、
メ
モ
し

て
お
く
。
今
回
の
「
改
正
」

は
、
提
示
、
提
出
、
留
め
置

き
規
定
の
新
設
な
ど
、
税
務

調
査
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た

よ
う
に
見
え
る
が
、
任
意
調

査
で
あ
る
以
上
、
調
査
の
手

続
き
方
法
、
内
容
等
が
明
確

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
納

税
者
の
同
意
や
了
承
が
必
要

と
な
る
な
ど
今
後
の
調
査
に

あ
た
っ
て
は
納
税
者
の
権
利

意
識
が
試
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

 

（
吹
田
市
・
筒
井
潔
）

ス
ク
や
、
上
顎
前
歯
部
の
場

合
ど
う
し
て
も
隣
接
歯
よ
り

下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

の
説
明
が
求
め
ら
れ
る
と
説

明
し
た
。

　

筆
者
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、
不

良
症
例
の
患
者
が
訪
れ
、
思

案
し
た
経
験
が
あ
る
。
対
処

法
を
知
ら
ず
し
て
治
療
は
で

き
な
い
と
思
い
参
加
し
た

が
、
分
か
り
や
す
い
解
説
で

非
常
に
良
い
講
習
だ
っ
た
。

 

（
高
槻
市
・
谷
聰
）

る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。
下
顎
管
に

穴
を
空
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
治

る
か
も
し
れ
な

い
」
と
待
て
ば
待

つ
ほ
ど
症
状
を
悪

化
さ
せ
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
く
な

る
と
述
べ
た
。

　

患
者
へ
の
説
明

インプラントの不良症例について
解説した講習会＝１日、大阪市内

模型で患者への説明方
法を紹介する高津兆雄
氏＝11月30日、M＆Dホ
ール　　　　　　　　

「正常咬合になる正しい成
長過程がある」と語る須貝
昭弘氏＝11月17日、M＆Dホ
ール　　　　　　　　　　

法改定後の税務調査に
ついて語る佐飛淳一氏
＝11月９日、吹田市内

11
・
14
／
11
・
28

要
請
国
会
議
員

11月度生涯
研 修 講 座


